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2018～2019年度  RI会長  バリー・ラシン　

RIテーマ  　　　　　　　インスピレーションになろう　　

クラブテーマ 「あるがままの３０周年＜Let it Be 30year＞

　　　　　　　思いを込めて！」
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会長挨拶

石井（和）君、石井（邦）君、大庭君、大村君、篠木君、杉山君、

鈴木（俊）君、鈴木（真）君、土屋君、中本君、矢岸君、米山君、

渡邊君

(＊出席免除会員の欠席者　太田君、大房君）

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２６/３５　 　　　　７４．２９%　　　　２９/３５　　 　　　８２．８６%

２２/３５　　 　　　６２．８６%　　　　　　　　  　　　　　３７名

幹事報告

ロータリーソング  「我等の生業」

司会：服部光弥君　指揮：藤川智徳君

幹事　岡　良森君

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

篠原雅彦さん（田中君のゲスト）

伊丹克明君（三島RC）

1２月２２日　　兼子悦三君

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

　今年一番の寒気が入ってきていますが、この辺の気候

はまだまだあだあったかいですね、その影響は受けて野菜

の育成が、良すぎて逆に野菜の暴落がニュースなってい

ます。農家の方がたにとっては、複雑な気持ちになります

ね、まるで、ギャンブルのようです。よく出来れば、値段は

安くなりますから、生産者の方々は天候の変化には敏感に

なるのは、当然なことではありますね。

　さて前半の例会は今日での呉竹が最後になりますが、ク

リスマス例会は、親睦委員会の委員の皆さんには、今年も

お世話になります。

　さて前半最後のアンチエイジング野菜の材料はアピオ

スという野菜です。この野菜の栄養素は、大変バランスの

良い内容です。原産地はアメリカです。インデアンが食べ

ていたことでも有名です。このスーパーフードを今日は皆さ

んに紹介します。あまり食べ過ぎないでください。若い方々

は大変なことになりかねませんから、注意が必要です。

①日程について

本会場での年内例会は最後です。次週はクリスマス家族

例会、三島ゴルフです。

②カンボジア報告

先週の報告で足りない分は後日、例会内でその２を行う

予定です。

③新会員歓迎会

恒例の歓迎会は次週のクリスマス例会の中で行います。

入会記念日



映像圧縮伝送技術のスペシャリストである天馬諮問株式会社

田中錦城君

山路を登りながら　映像圧縮伝送サービス事業を主業としてきた天馬諮問株

式会社（代表取締役 篠原雅彦）は、 救急車から携帯電話

通信回線を利用しカメラ映像や、 生体モニター画像をリア

ルタイムで関連病院へ伝送し、 鮮明な映像により病院側で

処置の準備や救急隊に指示可能なシステムを提供したり、 

医療映像をリアルタイム高圧縮し、 ライブ配信を行い、 患

者へのインフォームドコンセント、 カンファレンス、 学術発表

資料、 医療スタッフの情報共有に活用できる次世代の手術

映像記録・管理・共有システムを提供するなど、 災害・医療

分野において患者データを管理するクラウドシステムと、 す

べての情報を関連付け互換性をもたせた医療現場で活用

しやすい映像伝送システムの研究・開発と提供を行こなっ

てきた。

　 今回のドローンラボおよび一般社団法人ドローン大学校と

の協力により、 すでに同社が行っている救急車から携帯電

話通信回線を利用しカメラ映像、 生体モニター画像をリア

ルタイムで関連病院へ伝送するシステムを救急車からでは

なく、 無人航空機（ドローン）から行うことを目指す。

伊丹克明君（三島RC）：私の父、伊丹秀之が２年に一度

１００％手作りカレンダーを作成しています。本日、皆様の

分を持ってまいりました。もしよろしければ帰りに持っていっ

ていただけると幸いです。

矢岸貞夫君：明日１５日から３１日まで年末交通安全運動

が始まります。交通ルールを守り安全運転につとめましょ

う。

兼子悦三君：海外ボランティアご苦労様でした。無事帰

国できたこと、良かったです。

山本良一君：久しぶりのホームクラブです。

石井司人君：本例会場は本年最後ですね。スマイルしま

す。

澤田稔君：今年30周年記念に関わるメンバーの皆様、大

変ご苦労様です。感謝のみです。

田中錦城君：本日の卓話、篠原さんよろしくお願いしま

す。

スマイルボックス

J. ニクラウス氏とのゴルフプレーのチャンス

この度ロータリーでは、ポリオ撲滅活動に寛大な寄付を
お寄せくださる12名の方に、ポリオ撲滅大使である
ジャック・ニクラウス氏とゴルフプレーをするチャンスを
提供することとなりました。
ニクラウス氏とのゴルフプレー権は、250,000ドル以上
をポリオプラス基金に寄付した先着12名に贈られます。
プレーの日付と場所は次の通りです。
日付：2019年3月12日
場所：Bear's Club（米国フロリダ州ジュピター）

プレー権を得た12名の方は、4名ずつ3つのグループに
分かれて全18ホールを回り、そのうちの6ホールを二ク
ラウス氏とプレーします。ご自身でプレーすることを望
まない方は、代わりの方1名（友人、ご家族など）にプ
レー権を与えることができます。
このプレー権は先着順に授与されることにご注意くだ
さい。ご希望の方は、寄付意向書式をご提出いただき、
2019年1月22日までに全額を寄付していただく必要が
あります。ご質問は、ロータリー財団寄付担当ディレク
ターのハービー・ニューカムまでEメールでご連絡くだ
さい。詳細は寄付意向書式をご覧ください。 
寄付者が希望する場合は、この寄付の認証としてアー
チ・クランフ・ソサエティに入会することもできます。
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